
19世紀学学会・19世紀学研究所 

国際シンポジウム 

『法典化の 19世紀	 ―（ポスト）コロニアル・パースペクティヴ』 

The Codification in the 19th Century – Comparative Perspectives from 

Colonial Experiences – 

 

日時	 ２０１２年２月４日（土）１０時～１６時 

会場	 新潟大学総合脳機能研究センター６階セミナーホール 

 

趣旨説明：松本英実（新潟大学・実務法学研究科） 

 

I.南アフリカの場合 

レーナ・ファン・デン・ベルク (南アフリカ大学 UNISA教授) 

堀内隆行（新潟大学・教育学部） 

 

II.ブラジルの場合 

二宮正人（サン・パウロ大学教授） 

佐藤明夫（新潟大学名誉教授） 

 

III.韓国・朝鮮の場合 

岡孝（学習院大学教授） 

中村哲也（新潟大学・現代社会文化研究科） 

 

ディスカッション 

司会：葛西康徳（東京大学教授） 

 

 

 

 

関連プロジェクト 

・新潟大学超域研究機構[第Ⅴ期]プロジェクト 

「19 世紀学の視点から見た『比較』―人文社会科学の方法再検討」	 

･	 平成２３年度新潟大学プロジェクト推進経費（ 助 成 研 究 Ｂ ）	 

「近世オランダ法学と南アフリカ―比較学の対象と方法の再検討」（代表:松本）	 

	 


